
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　本市下水道事業においては，平成29年度末現在で
管路延長が2,000㎞，普及率は78.9％となりまし
た。しかし，普及率を高めるといった成果が出た反
面，平成以降に下水道整備を集中して行った結果，
企業債残高は1,531億円となり，類似団体に比べて
高額となっています。
　今後も下水道未普及地区における下水道整備に加
え，老朽化施設の改築・更新などの事業を実施して
おり，健全経営のためには，支出と収入のバランス
を考慮した長期的な投資・財政計画が不可欠であ
り，適正な使用料確保は重要であります。
　平成31年4月からの地方公営企業法の一部適用が
経営状況を明らかにし，下水道使用料のあり方につ
いてもその方向性を見極める判断材料の一つとなる
と考えます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　昭和27年に事業着手した本市下水道事業は,膨大
な資産を抱えています。
　今後は，下水道ストックマネジメント計画のも
と，計画的な点検・調査等により，許容可能なリス
クの保持やリスクの抑制・コスト縮減・事業費の平
準化を行い，下水道機能の維持向上とライフサイク
ルコストの低減を図っていきます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市下水道事業の企業債残高は，平成29年度末で
1,531億円で，類似団体に比べて高額となっていま
す。平成29年度の償還額は元金114億円，利子33億
円で，歳出総額の半分以上を占めています。
平成29年度決算からは，分流式下水道等に要する経
費の見直しを行ったことで，汚水処理費の減少につ
ながり，⑤経費回収率や⑥汚水処理原価の改善に結
びつきました。
　また，水洗化率は年々向上していますが，類似団
体の平均と比較しても低い状況にあり，今後も施設
の有効利用という観点からも，経営の効率化を図る
必要があります。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 78.94 91.64 2,912 381,110 78.17 4,875.40 【】

355.63 1,360.69 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Ad 非設置 483,901

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　倉敷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　倉敷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

355.63 1,360.69 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 483,901

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.26 99.23 2,768 1,232 0.24 5,133.33 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益が使用料収入のみであり，維持管理費や企業
債償還金等を賄いきれないため，一般会計からの繰
入金に依存している状況です。類似団体平均値の比
較しても経費回収率は低い状態ですが，今後も使用
料収入は横ばいであると予測されるため，汚水処理
のコスト削減に向け，公共下水道への接続が可能な
地区から順次実施していくこととしています。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　本事業は昭和61年に事業着手したため，比較的老
朽化が進行していない状況です。しかし一部の機械
設備や電気設備は耐用年数を経過しており改築・更
新を行っています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　本事業では，平成25年度に公共下水道への接続可
否や施設の老朽化を検証した農業集落排水最適整備
構想を策定しました。
　このことを受けて，今後，公共下水道への接続が
可能な地区から順次実施していくこととしていま
す。
　引き続き，施設管理の効率化を行い，健全で効率
的な事業の経営を確保していきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【814.89】

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

【0.11】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


